

















ジャンケン( 【英】 Rock-Paper-Scissors game)は手を使ったゲームとして周知されている･一方
で計数として指折り数えることもまた頻繁に行われている･このように日常生活において広く利用
されているハンドジェスチャーの認知処理機構を調べる目的で,大脳皮質のどの部位がルールに基
っくハンドサイン認識とハンドジェスチャー生成に関与するのかを調べた･今回私たちは,提示さ
れたハンドサインをその後に出される指示に従って対応するハンドジェスチャーで答えるという刺
激運動課題を行い,課題遂行中の神経活動を機能的核磁気共鳴画像法を用いて記録し,解析を行っ
た.
課題はジャンケンの｢手｣である3つのハンドサインを刺激(Stimulus)として用い,それぞれに数
の意味を付加した.グー(Rock)は･0日,パー(Paper)は-5"･チョキ(Scissors)は■2"となる･
指示(Instruction)はジャンケンルール時にはWIN, LOSE, DRAWのいずれかが提示され,それぞ
れ刺激に対し,勝つ,負ける,あいこの手を回答させた･数ルール時にはMORE, LESS, EQUAL
の中の一つが提示され,それぞれの指示は,より大きな数を,より小さな数を･等しい数を手で回
答させた.指示提示に対する反応では　前帯状皮質仏cc)と眼寓前頭前野(OFC)は被験者がジャン
ヶンルール条件のもとで手のジェスチャーを行った際に選択的な活動が観察された･また一方で頭
頂連合野(IPL)と運動前野(PMA)は,被験者が数ルール条件のもとで手のジェスチャーを行っ
た際に選択的な活動が観察された･次にハンドサインを刺激として提示したときには, IPLとPMA
は数ルールに選択的に活動を示した･一方で　ACCとOFCは被験者がルールの如何にかかわらず,
刺激であるハンドサインを提示されたときに顕著に活動していた･さらにその上･ジャンケン選択
的な活動をしたACCやOFCの領域はWinよりLoseの指示のときに,より活動的であった･本研
究からは,ルール選択的な活動が観察された領域は,ハンドサインを観察することによって予期的
に活動することが判明した.さらにその際にじゃんけんルール条件に選択的な領域は,ハンドサイ
ンを観察するときにも,ジェスチャーを行うときにも,数ルール選択的な領域と比べ,偏った活動
を示し,ルールの特性によって活動パターンの違いが観察された･
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ハンドジェスチャーは　日常さまざまな目的で使われる｡たとえば　ジャンケンは手を使ったゲームとして周
知されている.一方で計数として指折り数えることもまた頻繁に行われている･このように日常生活において
広く利用されているハンドジェスチャーの認知処理機構を調べる目的で,大脳皮質のどの部位がルールに基づ
くハンドサイン認識とハンドジェスチャー生成に関与するのかを調べることは大変有意義な研究課題であ
る.特に複数の異なるルールに従ってひとつのハンドサインは多義的な意味を持つがどのような神経機構でこ
のような異なるルールによるハンドサインの認知の神経処理を行い､またその後に出される指示に従って対応
するハンドジェスチャーで応答するときの神経機構を機能的核磁気共鳴画像法を用いて記録し解析を行った･
行動課題はよくデザインされている｡すなわちジャンケンの｢手｣である3つのハンドサインを刺激
(stimulus)として用い,それぞれに数の意味を付加した.グー(Rock)ぽ-0",パー(Paper)は15'',チョキ
(scissors)ぼ,2日となる.また指示(Instruction)はジャンケンルール時にはWIN, LOSE, DRAWのいずれ
かが提示され,それぞれ刺激に対し,勝つ,負ける,あいこの手を回答させた･数ルール時にはMORE, LESS,
EQUALの中の一つが提示され,それぞれの指示は,より大きな数を･より小さな数を･等しい数を手で回答
させた.
結果は明確に示されている｡すなわち指示提示に対する反応では　前帯状皮質仏cc)と眼窟前頭前野
(OFC)は被験者がジャンケンルール条件のもとで手のジェスチャーを行った際に選択的な活動が観察され
た.また一方で頭頂連合野(IPL)と運動前野(PMA)は,被験者が数ルール条件のもとで手のジェスチャー
を行った際に選択的な活動が観察された.次にハンドサインを刺激として提示したときには, IPLとPMAは
数ルールに選択的に活動を示した.一方で　ACCとOFCは被験者がルールの如何にかかわらず,刺激である
ハンドサインを提示されたときに顕著に活動していた.さらにその上ジャンケン選択的な活動をしたACC
やOFCの領域はWinよりLeseの指示のときに,より活動的であった･本研究からは,ルール選択的な活動
が観察された領域は,ハンドサインを観察することによって予期的に活動することが判明した･さらにその際
にじゃんけんルール条件に選択的な領域はノ､ンドサインを観察するときにも,ジェスチャーを行うときにも,
数ルール選択的な領域と比べ,偏った活動を示し,ルールの特性によって活動パターンの違いが観察された･こ
のようなハンドジェスチヤの認知と生成をルールの視点から神経機構を解明した研究成果は､学術的に意義深
く学位論文にふさわしい｡
よって,本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める｡
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